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研究成果の概要（和文）：　本研究では、カンボジアのSDGs達成にむけた教育改革、特に教員改革について同国
教育青年スポーツ省（MoEYS）との国際共同研究を行った。教員養成大学設置・教員養成課程の高度化による教
員の質の向上に注目し、「質の高い教育」と「包摂的で公正な教育」（SDGs目標4）という「二重の教育課題」
について分析した。
　第1に、上位中所得国入りを目指し産業高度化を進める中で必要な、産業人材の育成と教員改革について検討
した。第2に、新型コロナ禍等カンボジアが直面する地球規模課題の中で、SDGsの「誰一人取り残さない」理念
や学ぶ権利を保障しSDGsの担い手育成にむけたESDのための教員改革について考察した。

研究成果の概要（英文）： This international joint research with the Ministry of Education, Youth and
 Sports (MoEYS), Royal Government of Cambodia examined education, especially teacher reforms for '
inclusive and equitable quality education' (SDG 4) to achieve the SDGs. The government conducted 
teacher reform and launched teacher education colleges to upgrade teachers with bachelor’s degree 
holders.  In this context, the study analysed the 'dual issues of education' as follows.
 Firstly, for quality education, the study examined the development of industrial human resources 
and teacher reforms required in Cambodia toward upper-middle-income country. Secondly, for equitable
 and inclusive education, it analysed the teacher reforms for education for sustainable development 
(ESD) to ensure right to education. It aligned with the 'leave no one behind', the SDGs motto in the
 context of the global issues Cambodia faces, such as COVID-19 Pandemic, and foster the leaders to 
tackle with these challenges toward SDGs.

研究分野：教育社会学　国際開発

キーワード： カンボジア　SDGs（持続可能な開発目標）　教員改革　経済成長と人材育成　包摂的かつ公正な質の高
い教育　新型コロナ禍　地球規模課題　ESD（持続可能な開発のための教育）

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本国際共同研究成果の学術的・社会的意義として、SDGs目標4を軸に「二重の教育課題」つまり、カンボジア
の経済成長に不可欠な産業人材育成のための「質の高い教育」と、その陰で「取り残される」人々への「公正か
つ包摂的な教育」の諸課題について教員政策を中心に解明した。新型コロナ禍が浮き彫にした教育の脆弱性やデ
ジタル化への取り組み等、新たな視点から研究を深めた。また、国際ワークショップ等を通じてマルチステーク
ホルダーとの連携やエンパワーメントを図った。そして、教育青年スポーツ省（MoEYS）や国際協力機構
（JICA）との連携を通じて、同国の教員政策への貢献や日本の対カンボジア教育協力への寄与を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
カンボジアは、内戦やポルポト派の圧政・虐殺、紛争等によって経済社会全体が大きなダメー
ジを受けた。教育においても、今日までその影響は続いている。1992 年のパリ和平協定を機に、
日本をはじめとする国際社会の支援のもと、カンボジアは順調な復興の道を歩み、近年では年率
7％の経済成長を遂げており、低所得国を脱却、下位中所得国入りを果たした。教育セクターに
おいては、量的拡大すなわち基礎教育へのアクセスは大幅に改善したものの、低い修了率等の質
の向上が大きな課題となっている。 
カンボジアは国連 SDGs（持続可能な開発目標）の観点からみた場合、目標 4 の「質の高い教
育」と「包括的かつ公正な教育」という問題に直面してきた。つまり、経済成長の担い手たる産
業人材育成の育成と、こうした経済成長やグローバル化の中で「取り残される人々」への「学ぶ
権利の保障」という、位相の異なる「二重の教育課題」への取り組みである。経済のグローバル
化や、ASEAN 経済共同体（AEC）等により域内経済統合が急速に進むなかで、カンボジアは上位
中所得国入りを目指している。カンボジアの主要産業の一つである縫製業では低廉で豊富な若
年人口を活かして輸出を伸ばしている。こうした労働集約型産業は、経済成長とこれに伴う賃金
上昇により、早晩、こうした優位性を保てなくなる、いわゆる「中所得国の罠」に陥るリスクが
ある。これを回避し、持続可能な経済成長を達成するためには、産業の構造の高度化と多様化が
不可欠であるため、「産業開発計画（IDP 2015-2025）」が実施され、高度な産業人材育成のため
の「質の高い教育」が求められてきた。その一方で、こうしたグローバル化の進展にともなう急
激な社会の変化から「取り残される」児童・生徒や教育格差の問題が深刻化してきている。経済
成長の陰で首都プノンペン等の大都市と農村地域の格差が顕在化し、また、気候変動等の地球規
模課題による影響も深刻化してきている。 
こうしたカンボジアの「二重の教育課題」の解決にむけて、「質の高い教育」と同時に、「包摂
的かつ公正な教育」も求められてきており、カンボジア教育訓練スポーツ省（MoEYS）による「教
育戦略計画 2019-2023」の下、様々な教育改革の取り組みが行われてきた。とりわけ児童・生徒
の学力向上と学ぶ権利の保障に繋がる教員の役割は大きく、教員改革が喫緊の課題となってき
ており、「教員政策行動計画 2015-2020」が策定、実行されてきた。甚大なダメージをうけたカ
ンボジア教育の復興過程において、教員養成も徐々にアップグレードされてきた。小・中学校の
教員は、中等教育修了後、州や地域の教員訓練センター（PTTC/RTTC）で 2 年間のトレーニング
を受けたのち、教員として採用されてきた。カンボジアでは教員の質のさらなる向上にむけて、
教員養成課程の学士化・4年制化が推進され、その先駆として首都のプノンペン特別市と第二の
都市である西部バッタンバンにおいて、4 年生の教員養成大学（TEC）への移行が進められてき
た。教員養成大学の設立には、日本は大きな役割を果たしており、国際協力機構（JICA）による
「カンボジア国教員養成大学設立のための基盤構築プロジェクト（E-TEC project 2017-2022）」
は、現行の 2年制の小・中学校教員養成校を 4年制の TEC へのアップグレードにむけて、TEC の
戦略計画の策定や、シラバス・教材の開発、教員の選定等をおこなってきた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、カンボジアが直面する次の「二重の教育課題」を同時に解決するという困難な問
題にたいして、国連持続可能な開発目標（SDGs、とくに目標 4）を軸に、教員改革に焦点を当て
て、現状と課題、解決策について明らかにすることを目的とした。第 1に、経済成長著しいカン
ボジアにおいて、産業構造の変化に対応する産業人材の育成のための「質の高い教育」の実現に
むけた現状と課題、解決策を分析することを目的とした。第 2に、グローバル化の進展により地
球規模課題に直面する中で、「取り残される人々」への「学ぶ権利の保障」となる「包摂的かつ
公正な教育」を実現にむけた、現状と課題、解決策を分析することを目的とした。 
そして、こうした「二重の教育課題」への取り組みにおいて大きな鍵となる、初等中等教育に
おける教員改革とくに「生涯学び続ける専門家」としての教員の質の向上にかかる現状と課題、
解決策について明らかにすることを目指した。その際、カンボジアにおける教員の質を規定する
歴史、文化、経済、社会及び法・制度等の諸要因を明らかにし、教員の質向上と「質の高い」教
育を実現するためのメカニズムの解明と開発協力の政策インプリケーションを含む教員政策に
ついてその有効性を吟味することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、カンボジア教育青年スポーツ省（MoEYS）の Hang Chuong Naron 大臣の承認のも
と、上記の目的を達成するために、同省教育総局の政策立案者や教育研究評議会（ERC）の研究
者等をカウンターパートに、国際共同研究を行った。研究の実施にあたり、次の学術的「問い」
を立てた。メインクエスチョンとして「カンボジアにおける SDGs の達成にむけた包摂的で公正
な質の高い教育のための教員改革の現状と課題そして解決策は何か？」という問いを立てた。そ
して、これに関わる構造的「問い」として次の 3つのクエスチョンをたて、カンボジア側と協働



して研究を進めた。第 1に、「グローバル化、地域経済統合の下での産業開発のための産業人材
の育成に向けた教員改革の現状と課題そして解決策は何か？」第 2に、「SDGs や持続可能な開発
のための教育（ESD）を展開していく中での教員養成教員改革の現状と課題そして解決策は何か？」
そして、第 3に、「マイノリティ等に配慮し SDGs の「誰一人取り残さない」理念を実現し、学ぶ
権利を保障するうえで求められる教員改革の現状と課題そして解決策は何か？」である。 
これらの学術的「問い」を解明するため、MoEYS との国際共同研究を次の方法等で実施した。 
① 研究の範囲： 
本研究においては教員政策のうち、特に教員の質の向上に焦点を当てて分析した。教員政策は、
国際的な潮流で重視されている 3分野（教職の高度化、待遇と教員配置、教員評価）のうち、特
に教員養成の高度化に焦点を当てて研究を進めた。 
② 対象地域・期間： 
首都プノンペンでは、教育青年スポーツ省（MoEYS）、プノンペン教員養成大学（P-TEC）、王立
プノンペン大学（RUPP）、インクルーシブ教育・障害児教育に取り組む NGO、Rabbit School、体
育科教育支援に取り組む NGO、Heart of Gold 等への調査を行った。また、地方においても西部
の主要都市バッタンバン州のバッタンバン教員養成大学（B-TEC）や東部のスバイリエン州等で
も調査を行った。 
③ 研究方法： 
文献調査はもとより、現地調査として、インタビュー、質問票調査、授業観察、フォーカスグ
ループディスカッション、参加型ワークショップ等を行い、定性的・定量的分析を行った。また、
日本とカンボジアの両研究チームによる定期的な国際共同研究会（オンライン・対面）等を、両
国の研究者はもとより、カンボジア教員改革にかかわる実務者等も招いて開催した。 
④ マルチステークホルダー・ワークショップ： 
本研究の方法論的特徴として、コロナ禍等により制約があったものの、教員改革にかかわるマ
ルチステークホルダーとの連携や参加を重視してきた。最終年度にプノンペンにおいて国際ワ
ークショップを開催、政府の政策立案者はもとより、開発機関、国際機関、NGO/市民社会、大学・
研究機関、教員等の主要なステークホルダーが参加し、研究を深めた。同ワークショップでは、
Cambodia Teacher Education and Future toward SDGs-Inclusive and Equitable Quality 
Education for SDGs-4C と題し、特に SDGs のターゲット 4-C 即ち、「2030 年までに、開発途上
国・・・における教員研修のための国際協力などを通じて、質の高い教員の数を大幅に増加させ
る」に焦点を当てた研究発表や議論をおこなった。 
 
 
４．研究成果 
カンボジア教育青年スポーツ省（MoEYS）との国際共同研究を通じて、次の成果を上げること
が出来た。第 1に、上記の通り SDGs 目標 4を軸とした「二重の教育課題」つまり、上位中所得
国入りを目指すカンボジアの産業人材育成のための「質の高い教育」と、経済成長やグローバル
化の陰で「取り残される」人々への「公正かつ包摂的な教育」にかかわる諸課題について、教員
政策を中心に分析することが出来た。具体的な成果としては、「SDGs の達成に向けた、人材開発
と包摂的な教育のための教員改革」、「教える専門家から学び続ける専門家への教員像の再考」、
「教員の質の向上にむけた、教員養成改革」の解明等である。 
第 2に、研究開始当初では想定されていなかった、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）パ
ンデミックによる、カンボジア教育への影響について、新たな視点から研究を深めることが出来
た。COVID-19 により当初予定していた現地調査等は延期を余儀なくされたが、半面、COVID-19
は、カンボジアの抱える脆弱性、とりわけ教育分野における「取り残される」児童・生徒や家庭
の問題を浮き彫りした。教員政策においても、教員のオンライン授業等の教育のデジタル化、「取
り残される人々」への対応等の新たな課題や可能性について、問題意識を深めることが出来た。
具体的には、「COVID-19 パンデミックにおける学習過程の質の分析」について、教室での教員と
児童・生徒の活動に焦点を当てた分析等を行うことが出来た。こうした点をふまえて、今後の重
要な研究課題として、次の点に注目していきたい。カンボジアにおけるコロナ禍からの復興やポ
スト／ウィズ・コロナにおける教育や教員政策の課題やあり方等の分析を行っていきたい。また、
COVID-19 の教訓をふまえて、新興感染症や気候変動等の地球規模課題に対応するための、カン
ボジアにおける教員や教員政策の在り方について、持続可能な開発のための教育（ESD）の視点
から、分析を行っていければ幸いである。 
第 3 に、カンボジア MoEYS とくに教育総局の政策立案者をカウンターパートとした共同研究
をつうじて、同国の教員政策に寄与するフィードバックを行うことが出来た。本研究の成果は、
新たな「教員政策行動計画（TPAP）2024-2030」への貢献が期待される。また、TPAP は 2023 年に
発足した新政権の国家開発政策である「五角形戦略・フェーズ１」の一環であり、カンボジア政
府は教育セクターに重点をおいて人的資本開発をすすめており、高いスキルや創造性、起業家精
神、イノベーション等をそなえた産業人材の開発をすすめている。本研究プロジェクトを大所高
所からご指導いただいた、Hang Chuong Naron 大臣は、新政権では副首相を兼任しており、本研
究プロジェクトの成果の、教育セクターはもとよりカンボジア全体の開発政策への貢献が期待
される。 
第 4に、本研究においては、研究協力者として国際協力機構（JICA）の専門家とも連携してお



り、本研究の成果を日本が中心となって支援してきたカンボジア教員養成改革等の国際協力プ
ロジェクトへのフィードバックを行うことが出来た。また、在カンボジア日本国大使館とも意見
交換等をおこなっており、本研究成果の日本対カンボジア国別開発協力方針等、国際協力政策へ
の貢献が期待される。日本はプノンペン及びバッタンバンの教員養成大学（P-TEC, B-TEC）の質
の向上にむけ新たに、「カンボジア国教員養成大学強化を通じた基礎教育の質改善プロジェクト
（S-TEC）」を 2024 年にスタートさせており、本研究の成果を踏まえて、日本のカンボジア教育
への国際協力に資する研究を行っていくことが期待される。 
 第 5 に、本研究の特色である、カンボジア教育をめぐるマルチステークホルダー連携とキャパ
シティ向上に寄与することが出来た。カンボジア教育青年スポーツ省とのパートナーシップは
もとより、カンボジアのプノンペン教員養成大学や王立プノンペン大学等の教員養成機関や研
究機関との連携、日本の国際協力機構（JICA）や世界銀行等の開発機関や NGO 市民社会とも連携
を図ることができた。今後につき、本研究を通じて構築したパートナーシップをさらに発展・強
化させ、カンボジアの質の高い公正で包摂的な教育にむけて、教員改革を中心にさらなる研究を
行い、同国の国家目標である上位中所得国入りや持続可能な開発に寄与することが期待される。 
最後に、本研究の総括としてプノンペンで開催した国際ワークショップにおいて、マルチステ
ークホルダーとの議論を通じて、現在および将来の教員支援のための戦略的計画が提案された。
その骨子は以下の通りである。 
① 教員養成： 
教師教育者のアップグレード、コンピタンシーベースの教育、教員免許制度、教員教育機関
（TEI）のアカウンタビリティと透明性、優れた人材の教育プロフェッショナル候補者として勧
誘と選抜等。 
② 現職教員研修： 
学校文化、学校ベースマネジメント（SBM）、教員の継続的専門能力開発（CPD）、プロフェッシ
ョナルラーニングコミュニティ（PLC：チームワーク、協働、同僚間関係）、監視やモニタリング
等。 
③ 教員の就業、配置とキャリアパス 
モチベーション、資格に基づくインセンティブ、評価等。 
※これら全体において、公正、社会正義、包摂が重要なテーマとなる。 
 今後につき、より実効性のある政策提言と政策の実現にむけて、マルチステークホルダーとの
連携をさらに深め、研究を深めていく必要がある。カウンターパートの MoEYS をはじめカンボジ
アやマルチステークホルダーからは、本研究成果にもとづく今後の国際共同研究のさらなる深
化が期待されている。 
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